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高梨氏館跡の発掘調査と復原整備曇野県中野市の依加により，１６１叱紀に造営された標記の県

指定史跡に関わる復原整備の立案と発伽調査の指螺を行った。本年度は主郭（1 3 0 × 1 0 0ｍ）の

東南隅部に造存する庭園遺構の部分的な発掘訓裾にとどまったため，建物遺椛を含めた本格的

な調査は次年度送りとした。（細兄・本中）

薬師寺典籍文書調査東大盗料細纂所との共l i 1訓森。第16～23 , 26雨の盤理分類・洲: ! ｣ｆ作成およ

び写真搬影を行った。うち第18 , 2 0 , 2 3雨については洲非作成を光ｒし，第17～19 , 2 1雨について

写真搬影を終えた。各I 卿には多欽な近' ' ' 二文苫が収められており，継続｢|･ ' のものも多い（91年７月) 。

（綾村・1 Ⅲ・舘野・寺崎・渡避）

醍論寺文書調査醍醐寺文詳の写真搬彩を継続中であるが，今年度は節1 4 , 1 5 面につき継続して

実施した（ 9 1 年８月 ) 。（綾村・佃・渡避）

文化庁所蔵品調査文化庁所蔵の「和敬恥- | 一種」および「乙木荘絵似ｌ」の写其搬影を文化庁分

室にて行った（ 9 1 年３月 ) 。（綾村・佃）

石山寺調査石' ' 1寺の依頼により深密戯聖教調在に参加（9 1年８，１２月) 。滋賀県教委の' 依頼に

より竹生馬主厳寺文洲: の調査に参加( 9 2年２月) 。唯ｌｌＩｌｔ美術短大の依願により聖教訓在に参加( ９１

年９月 ) 。（綾村・楠木）

奈良博所蔵金属製容器の調査奈良肱I 立博物館所蔵（保篭: ）の青銅製水瓶，鉢など1 2 点を洲在，

日本のほか中|i ; l やi l ﾘ j 鮮製, I i 1I があり，時代は６～101吐紀に及ぶ。次年度は主に材質分析を行なう

予定。（金子・毛利光・杉 1 1 1 ・玉川・小池・中村）

焚鐘資料の整理・出版焚鐘研究の人家, 坪仲良平氏が, 長年にわたって収集した盗料を盤理し，

川版を予定している。今年度は，訓i I ドの副本を作るとともに，版下作成のために，実測閃・拓

本を複写した。（杉 1 1 1 ）

低湿地遺跡の研究英国エクセター人竿で開催された先史学会の内容については，昨年の年報

で報告した。各国共に低湿地遺跡のI 洲在においてはｲ 1 . 機髄遺物，特に木材の取り上げ，保存処

理技術の向上が妓火の問題であった。発表要旨を英文で発表した。（松井）
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埋蔵文化財写真技術の研究平成

２年度から，埋蔵文化財センター

の研修において写其課程が開始さ

れたことにもちなみ，これまでに

側発・帯稜し，あるいは新たに研

究した技術の公表に努めている。

( ｢埋文写真研究」vol , 2）

（佃・井上・牛' 1腸）
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、然光搬影（左）とストロボを用いた' ' ' ' １シンクロ搬彩（右）


